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古城山（水口岡山城）
こ じょう さん

　古城山は、水口地域東北部に屹
立する標高283ｍの美しい山で、眼
下に野洲川を見下ろし、鈴鹿の山
並みを眺望できます。
　この地形を生かして、戦国時代
にはこの地域の要所として岡山城
が築かれたことから古城山という
名が付けられました。戦国時代に
はこの地域の要所として重視され
ました。現在は、城の名残は中腹
にわずかに石垣を残すのみとなっ
ていますが、今も甲賀市の要所と
して地域を見守ります。
　古城山には、ハイキングコース
も整備され、四季折々の花や花樹
が訪れる人々をお迎えします。皆
さんも是非一度散策をお楽しみく
ださい。

甲賀市ホームページ http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでもご覧いただけます！
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甲賀市の将来像
「人  自然  輝きつづける  あい甲賀」

ま
ち
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く
り
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目
標 甲賀市総合計画基本構想

生活の安心感をみんなで育てる
自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる
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●固定資産税（１期）
●軽自動車税（全期）
●国民健康保険税（２期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（２期）
●公共下水道使用料・農業集落排水施設使用料

納期限は
5月31日㈭
です。

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
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